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こんにちは　皆野町議会です！

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

3月定例会　新年度予算可決
「議会はここに注目！」
 高齢者タクシー料金助成制度がスタート

P.2

P.5・臨時会報告
・町に聞きました5名の議員が一般質問

P.8一部事務組合議会議員からの報告

・浄化槽市町村整備型事業スタート
・新火葬場業者決定

平成25年 3月定例会
2013 年 5 月 1 日 発 行

第 5 号
埼玉県皆野町議会

138 年の歴史を閉じた金沢小学校

伝統芸能「出牛人形」

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「つつじの里は人形の里」
毎年５月、金沢つつじ祭りが、盛大に行われ
ます。ことし３月いっぱいで138年の歴史
を閉じた金沢小学校もその会場の１つです。
今後はこのお祭りだけでなく、
伝統芸能「出

じゅうし
牛人形」の

発信の場としての活用が
期待されます。
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平成25年度予算を可決 平成25年度　第1回（3月）定例会

初
年
度
６
６
０
万
円
を
予
算
化

一般
会計
歳
入

歳
出

平
成
25
年
度
予
算
を
可
決
　
平
成
25
年
第
１
回
、皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
12
日
〜
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
29
件
の
議
案
を
審
議
し
可
決・同
意
し
ま
し
た
。

（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
５
名
の
議
員
が
「
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

41
億
７
５
３
０
万
円

主
な
質
疑

質
疑

み
〜
な
子
ど
も
公
園 

の

追
加
整
備
工
事
費
は
、
当
初
の

計
画
が
検
討
不
足
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
予
算
計

上
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
整
備
内
容
は
。

答
弁
日
よ
け
対
策
、
小
・
中
学

生
も
利
用
で
き
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
練
習
施
設
で
す
。「
町

民
の
声
＝
議
会
の
皆
さ
ん
の
声
」

と
と
ら
え
て
お
り
、
今
後
も
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑 

太
陽
光
発
電 

設
備
設
置

費
補
助
金
４
０
０
万
円
の
計
上

は
、
新
年
度
よ
り
要
綱
を
変
え

て
「
既
存
住
宅
の
み
」
が
対
象

の
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
新
築
住

宅
を
対
象
外
に
し
た
の
で
す

か
。

答
弁
県
の
要
綱
に
準
じ
た
内

容
に
変
更
し
ま
す
。
新
築
住
宅

で
も
「
引
き
渡
し
後
」
な
ら
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

質
疑 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム 

資
金

助
成
金
は
、
前
年
当
初
よ
り
20

万
円
減
額
の
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
補
助
額
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
関
連
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

器
具
購
入
に
補
助
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
当

町
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の
で

す
か
。

答
弁

今
年
度
ま
で
は
、
１
住

宅
１
回
に
限
る
補
助
で
し
た
が
、

新
年
度
よ
り
１
住
宅
で
も
異
な

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会
　新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

臨
時
会
で
決
議
を
可
決

タ
ク
シ
ー

高
齢
者  
料  　
金  

助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト

料

金

対　象  者…年齢 70歳以上で、自動車運転免許証を持たない方。
助成内容…対象地域から皆野駅までのタクシー料金を基準とし、
　　　　　そのおおむね２分の１を助成。
　　　　　利用券１枚の助成額は 500 円で、対象地域により
　　　　　20 枚～100 枚を助成します。
対象地域…公共交通機関の最寄りの駅・バス停から、おおむね
　　　　　１キロメートル以上離れた地域。

大字 地　区　名
下田野 小滝・谷草
国　神 旧大渕９区・野巻・桜ヶ谷

日野沢
風戸・大神・高松・藤原・
重木・奈良尾・小松・大前・
小前

金　沢 金山

三　沢 能林・平草・小根・谷津・
日向・美の山・青砂・丸山・峯

皆野町議
会として

は、

対象者・
対象地域

・

助成内容
の見直し

を、

今後の課
題として

考

えていき
ます。

■対象地域
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新年度予算に関する主な質疑（抜粋）

一般会計予算総額は41億7530万円（前年度比4.7％増）

歳
入

町
税
（
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
）

土
地
価
格
の
下
落
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
以

外
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
を
見
込
み

10
億
６
６
５
６
万
円

地
方
交
付
税
（
国
か
ら
の
交
付
金
）

前
年
当
初
よ
り
増
額
を
見
込
み

14
億
４
５
０
０
万
円

基
金
繰
入
金
（
積
立
基
金
か
ら
の
繰
入
金
）

建
設
事
業
等
の
財
源
確
保
の
た
め

２
億
４
９
９
０
万
円

町
債
（
借
り
る
お
金
）

消
防
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
＊
を
含
み

４
億
３
２
１
０
万
円

歳
出　
﹇
主
な
事
業
﹈ 

・
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
制
度

　
　
　
　
　

　
　６
６
０
万
円

・
み
〜
な
子
ど
も
公
園
の
追
加
整
備
事
業

６
０
６
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　２
億
３
２
５
４
万
円

・
下
田
野
橋
整
備
事
業

　
　
　
　７
７
０
０
万
円

・
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
（
今
年
度
分
）

１
億
１
９
９
７
万
円

・
消
防
団
詰
所
・
消
防
車
輌
整
備
事
業

　５
７
２
０
万
円

　
　
　・

三
沢
小
学
校
体
育
館
の
屋
根
の
改
修
事
業

１
６
８
０
万
円

・
町
民
の
「
文
化
・
芸
術
体
験
」
事
業３

０
０
万
円

一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は

る
リ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、
補

助
金
を
交
付
す
る
よ
う
に
改
め

ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器
具
等
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
疑 

桜
ケ
谷
観
光
ト
イ
レ 

建

て
替
え
工
事
に
つ
い
て
、
当
地

域
は
「
水
の
確
保
」
が
大
変
な

場
所
で
す
。
水
洗
化
と
の
関
係

で
ど
の
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

ま
た
、
破
風
山
の
山
頂
付
近
に

「
ト
イ
レ
」
を
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

答
弁
通
常
の
「
水
洗
ト
イ
レ
」

の
設
置
は
無
理
と
考
え
て
い
ま

す
。
山
頂
付
近
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
十
分
研
究
を
し
た
い
。

質
疑 

秩
父
音
頭
ま
つ
り 

補
助

金
４
０
０
万
円
に
加
え
て
、
第

45
回
特
別
補
助
金
と
し
て
50
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
根
拠
で
、
ど
の
よ
う

な
活
用
を
考
え
て
い
る
の
で
す

か
。答

弁
第
45
回
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

質
疑 

耐
震
性
防
火
水
槽
整
備

工
事 

、
原
区
と
下
原
区
の
２
ヵ

所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
は
、
ど
う
い
う
理
由
で
の

工
事
な
の
で
す
か
。
ま
た
、
新

興
住
宅
地
な
ど
へ
の
新
設
等
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
す
か
。

答
弁 

道
路
改
良
に
よ
る
「
既

存
防
火
水
槽
」
撤
去
に
伴
う
新

設
で
す
。
今
後
、
新
興
住
宅
地

等
も
含
め
、
設
置
基
準
等
に
基

づ
き
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
疑 

文
化
・
芸
術
体
験 

事
業

委
託
料
と
し
て
３
０
０
万
円
の

計
上
で
す
。
町
民
に
一
流
の
文

化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
呼
ぼ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
か
。
具
体
的
に

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

「
本
物
の
感
動
を
」
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
普
段
な
か
な
か
触

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
決
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

＊臨
りんじざいせいたいさくさい
時財政対策債とは何

なん
ですか

歳
さいにゅう
入のうち、国

くに
から交

こうふ
付されるのが地

ちほうこうふぜい
方交付税ですが、この財

ざいげん
源を補

おぎな
うために国

くに
の許

きょか
可を得

え
て自

じ ち た い
治体に借

しゃっきん
金させ

るのが「臨
りんじざいせいたいさくさい
時財政対策債」です。返

へんさい
済は後

こうねんど
年度の地

ちほうこうふぜい
方交付税で全

ぜんがく
額措

そ ち
置されることになっています。

11月ごろ開始予定の「行政無線」屋外塔
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３
月
定
例
会　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

臨
時
会
で
決
議
を
可
決

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

平成25年３月定例会（3/12～ 14）で審議された議案 審議結果
皆野町新型インフルエンザ等対策本部に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の制定について 原 案 可 決

皆野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原 案 可 決

皆野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について
原 案 可 決

皆野町町道の構造の技術的基準等を定める条例の制定について 原 案 可 決

皆野町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を定める条例の制定について 原 案 可 決

皆野町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定について 原 案 可 決

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について
原 案 可 決

障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町学校給食センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について 原 案 可 決

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について 原 案 可 決

平成 25 年度 皆野町一般会計予算 原 案 可 決

平成 25 年度 皆野町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

平成 25 年度 皆野町介護保険特別会計予算 原 案 可 決

平成 25 年度 皆野町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

平成 24 年度 皆野町一般会計補正予算（第５号） 原 案 可 決

平成 24 年度 皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

平成 24 年度 皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

平成 24 年度 皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

人権擁護委員候補者の推薦について（新井義虎氏　大字金沢） 原 案 同 意

固定資産評価審査委員会委員の選任について（山口秀一氏　大字三沢） 原 案 同 意

固定資産評価審査委員会委員の選任について（青木信之氏　大字皆野） 原 案 同 意

皆野町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原 案 可 決

平成25年度　予算額

41億7530万円
対前年度比4.7％増

平成25年第１回臨時会（4/5）で審議された議案 審議結果
専決処分の承認を求めることについて（皆野町税条例の一部を改正する条例） 原 案 承 認

専決処分の承認を求めることについて（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原 案 承 認

専決処分の承認を求めることについて（平成 24 年度皆野町一般会計補正予算（第６号）） 原 案 承 認

西武秩父線の存続・維持を求める決議 原 案 可 決

後期高齢者医療 会特別計介 護 保 険会
特別
計国民健康保険会

特別
計一 般 会 計

12億7200万円 49億9750万円 41億2160万円

対前年度比5.1％減 対前年度比11.8％増 対前年度比0.2％減
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臨時会報告・町に聞きました「 一 般 質 問 」

道路改良が待たれる県道

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

小
杉
修
一 

議
員
が
問
う

　４月５日　第１回臨時会が開催され、町長提出議案３件と議員提出議
案１件を審議し、すべて承認・可決しました。特に、下記のとおり西武
秩父線の存続・維持を求める決議を全会一致で可決しました。

　株式会社西武ホールディングスの筆頭株主である

サーベラスは、公開株式買付けを実施するにあたり、

西武鉄道株式会社の西武秩父線の廃止を提案すると

の報道が３月12日にあった。

　西武秩父線は、秩父地域の住民にとって日常生活

を行う上で欠くことのできない重要な路線であり、

通勤、通学、観光、産業経済などあらゆる面で秩父

地域の振興・発展のために、極めて重要な役割を担っ

ている。

　また、池袋線関係（池袋線、西武秩父線、西武有

楽町線、豊島線、狭山線）が、東京メトロ副都心線

を経由して東急東横線、横浜高速みなとみらい線と

の相互直通運転を３月16日に開始し、横浜方面に

至る広域鉄道ネットワークが形成され、利便性が飛

躍的に向上し、沿線観光資源や旅客流動のますます

の活性化が期待されている。

　このような状況の中、報道にあるような西武秩父

線が廃止されることは、秩父地域の住民にとっては

誠に遺憾であるとともに、地域の存亡にかかわるこ

とであり、到底承服できるものではない。

　よって、皆野町議会は、株式会社西武ホールディ

ングス及び西武鉄道株式会社に対し、秩父地域住民

にとって重要な公共交通機関である西武秩父線の存

続・維持を強く要請する。

　以上、決議する。

　平成２５年４月５日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　皆野町議会

一
いっぱんしつもん
般質問をする上

うえ
でのきまりごと

一
いっぱんしつもん
般質問は事

じぜん
前に出された「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」に沿

そ
って行

おこな
われ、その内

ないよう
容によって町

ちょうちょう
長・

教
きょういくちょう
育長はじめ担

たんとう
当課
かちょう
長が答

とうべん
弁します。質

しつもん
問の順

じゅんばん
番は通

つうこくしょ
告書の提

ていしゅつじゅん
出順で、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち

時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

西武秩父線の存続・維持を求める決議

臨  時  会      
報  告

昨
年
の
第
１
回
定
例
会
を
通

じ
て
、
町
営
住
宅
に
手
す
り

の
取
り
付
け
及
び
玄
関
上
が
り
框か

ま
ち

に

段
差
緩
和
の
た
め
の
踏
み
板
の
設
置

を
提
案
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
研
究
・
検
討
を
い
た
だ
い

た
と
伺
い
ま
し
た
。
な
お
、
階
段
の

手
す
り
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に

よ
り
現
在
必
須
と
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
見
通
し
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

上
が
り
框か
ま
ちの
踏
み
板
に
つ
い

て
は
、
段
差
の
中
間
で
ち
ょ

う
ど
よ
い
大
き
さ
の
も
の
を
、
25
年

度
に
お
い
て
町
営
住
宅
全
世
帯
に
設

置
し
ま
す
。
玄
関
・
ト
イ
レ
等
の
手

す
り
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
に

よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
の
要
望
に
積
極
的

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
階

段
の
手
す
り
に
つ
い
て
は
、
理
解
で

き
ま
す
の
で
、
早
急
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。救

急
車
が
戦
場
を
出
て
、
国

道
１
４
０
号
三
沢
入
口
か
ら

親
鼻
駅
前
の
県
道
を
高
速
で
通
過
し

て
い
く
の
が
頻
繁
に
な
り
、
昨
秋
に

地
元
か
ら
「
道
路
改
良
の
要
望
書
」

が
町
に
上
げ
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い

ま
す
。
通
学
路
と
し
て
も
危
険
な
状

況
な
の
で
、
拡
幅
・
改
良
に
向
け
て

の
考
え
と
見
通
し
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

戦
場
に
消
防
署
が
で
き
、
ま

た
戦
場
イ
ン
タ
ー
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
県
道

下
戦
場
塩
貝
戸
線
の
道
路
改
良
の
必

要
性
を
町
と
し
て
も
強
く
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
先
般
、
地
元
か
ら
の
要
望
書

を
受
け
、
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に

道
路
改
良
を
要
望
し
、「
前
向
き
に
研

究
・
検
討
し
ま
す
」
と
の
回
答
を
も

ら
い
ま
し
た
。
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町
民
の
声
を
き
ち
ん
と
聞
い
て

今
、
中
心
市
街
地
を
通
る
県

道
は
、
以
前
か
ら
大
型
車
の

通
行
が
多
く
、「
大
変
恐
い
」
と
い
う

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
拡
幅
す
る
こ

と
が
困
難
な
現
状
で
す
が
、
町
と
し

て
何
か
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
交
通
量
の
調
査
等
は
し
て
い

ま
す
か
。道

路
の
補
修
等
は
県
に
要
望

し
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
型
車
の
規
制
は
バ
ス
や
町
内
業
者

の
関
係
か
ら
無
理
で
す
。
過
去
の
事

故
歴
を
見
て
も
、
大
型
車
の
関
係
す

る
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
に
注

意
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　
町
と
し
て
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

啓
発
・
啓
蒙
活
動
を
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
交
通
量

の
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
の
中
心
部
や
バ
ス
の
通
っ

て
い
な
い
地
区
（
金
崎
・
下

田
野
）
の
交
通
弱
者
の
要
望
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
安
価
で
だ
れ
で
も
利
用
で

き
る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

町
民
を
含
む
検
討
委
員
会
等
を
設
け

る
意
思
は
な
い
の
で
す
か
。

来
年
度
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
助

成
制
度
を
立
ち
上
げ
、
検
証

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
に
関
す
る
検
討
委
員
会
等

を
設
け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

林　

豊 

議
員
が
問
う

一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20～ 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。

だ
れ
も
が
利
用
で
き
る

　
　
　
　

公
共
交
通
の
確
立
を

常
山
知
子 

議
員
が
問
う

公
共
交
通
対
策
は
、
町
が
早

急
に
取
り
組
む
問
題
と
考
え
、

２
回
の
行
政
視
察
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
12
月
議
会
で
は
、「
視
察
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
町
民
の
声
を
よ

く
聞
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
長
は
タ
ク
シ
ー
代
の
半
額
補
助

制
度
を
行
う
と
い
う
、
あ
ま
り
に
も

突
然
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
一
歩

前
進
し
た
と
は
考
え
ま
す
が
、
こ
の

補
助
制
度
は
「
利
用
で
き
る
人
や
地

域
が
限
ら
れ
て
い
る
」「
バ
ス
が
通
っ

て
い
な
い
地
域
で
対
象
外
に
な
っ
て

い
る
所
も
あ
る
」
な
ど
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
が

ら
、
行
政
・
住
民
・
事
業
者
な
ど
と
「
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
、皆
野
町
に
合
っ

た
公
共
交
通
を
考
え
る
場
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

視
察
研
修
な
ど
を
行
い
検
討

し
た
結
果
、
運
転
で
き
な
い

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
当
町
に

合
っ
た
も
の
は
、
タ
ク
シ
ー
の
補
助

制
度
が
よ
い
、
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検

証
を
行
い
、
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

新
た
に
公
共
交
通
対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空席が目立つ町営バス

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

臨
時
会
で
決
議
を
可
決

３
月
定
例
会　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

往来する大型車

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ
行側 に考

かんが
えを聞

き
くものです。

本
ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて聞

き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらか じめ提

ていしゅつ
出しておきます。
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公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
議

会
も
町
と
一
緒
に
視
察
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
町
と
議
会
が
町

民
の
た
め
に
協
力
し
て
、
同
じ
方
向

性
を
見
出
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
い
き
な
り
地
域
と
年
齢
制
限

な
ど
が
入
っ
た
制
度
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
の
経
緯
と
検
討
結
果
を
お
聞

き
し
ま
す
。

議
会
と
一
緒
に
２
回
視
察
を

行
い
、
役
場
内
で
検
討
し
た

結
果
、
外
出
支
援
と
し
て
は
、
初
期

投
資
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
考

慮
し
、
こ
の
制
度
が
ベ
タ
ー
と
考
え

ま
し
た
。

　

検
討
会
は
総
務
課
と
健
康
福
祉
課

で
７
回
、
タ
ク
シ
ー
業
者
と
は
２
回

実
施
し
ま
し
た
。

検
討
会
の
中
に
町
民
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
本
来
こ
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
町
民
・
行
政
・
業

者
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
肝
心
の

町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
通
院

や
買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は

多
く
い
ま
す
。
公
平
性
を
持
っ
た
制

度
に
す
る
た
め
見
直
し
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

ま
ず
、
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
野
橋
に
歩
道
橋
の
設
置
を

歩
道
橋
設
置
の
要
望
は
、
何

回
し
ま
し
た
か
。

平
成
８
年
と
19
年
の
2
回
、

早
期
架
け
替
え
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

毎
年
提
出
し
な
い
と
実
現
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と

ワ
ー
ク
し
て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
で

す
か
。

秩
父
市
と
連
携
し
、
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

新
井
康
夫 

議
員
が
問
う

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金

　
　
　

助
成
制
度
に
つ
い
て

町に聞きました「 一 般 質 問 」

安全対策が望まれている県道

三
沢
地
内
の

　
　
　

県
道
改
良
計
画
に
つ
い
て

内
海
勝
男 

議
員
が
問
う

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ
行側 に考

かんが
えを聞

き
くものです。

本
ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて聞

き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらか じめ提

ていしゅつ
出しておきます。

平
成
25
年
度
に
測
量
設
計
を
予
定

県
道
長
瀞
玉
淀
自
然
公
園
線

の
道
路
改
良
計
画
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　

こ
の
「
長
玉
線
」
は
、
国
道
１
４
０

号
と
平
行
し
、
国
道
を
補
完
す
る
幹

線
主
要
地
方
道
で
す
。
し
か
し
、
三

沢
地
内
約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
は
「
未
改
良
」
で
す
。
歩
道
も
路

側
帯
も
な
い
県
道
を
通
学
路
と
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
大
変
危

険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年

に
は
、
三
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心

と
な
り
「
道
路
整
備
に
関
す
る
要
望

書
」
を
地
区
住
民
の
署
名
と
一
緒
に

「
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
」
に
提
出
し

て
い
ま
す
。「
安
全
対
策
を
含
む
道
路

改
良
計
画
に
つ
い
て
」
ど
の
よ
う
な

動
き
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
よ

る
と
「
平
成
25
年
度
の
当
初

予
算
で
、
当
区
間
の
改
良
促
進
の
測

量
設
計
委
託
料
を
要
望
し
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
す
。

「
長
玉
線
」に
隣
接
す
る「
四
万

部
山
」
地
す
べ
り
対
策
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

三
沢
地
内
の
山
口
製
作
所
付
近
の

擁
壁
に
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て

お
り
、「
地
す
べ
り
防
止
対
策
」
を
施

さ
な
い
と
県
道
に
崩
落
す
る
危
険
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
県
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

今
年
度
、
地
す
べ
り
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
に
対
策
工
事
の
設
計
を
行
い
、

そ
の
後
「
工
事
」
に
着
手
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。
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一部事務組合議会
　　　　　議員からの報告
今回はその活動について、報告を兼ねてお知らせします。

議会だよりも早いもので2年目となり、5号発行となりま
した。多くの町民の方々に議会を「身近に、わかりやすく」
をモットーに編集してまいりましたが、いかがでしたで
しょうか。委員１人ひとりが仕事を分担し、だれもが町政
に興味を持ち、気軽に議会だよりを読んでいただけるよう、
２年目も新たな気持ちで努力してまいりたいと考えてお
ります。皆様からのご意見等がございましたら、遠慮なく
ご一報いただければ参考にしたいと思います。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ａ）

　委員長 内海勝男　副委員長 新井康夫
　委　員 林　 豊・大野喜明・新井達男・常山知子

議会だより編集委員会  「私たちが編集します！」

ご意見
募集します！
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次の議会は
６月上旬頃に
　開催の予定です。 み～な

FAX

メール

傍聴、お待ちしています

浄化槽市町村整備型事業
　　　　　　　　　スタート

皆野・長瀞上下水道組合議会
　平成 25 年 3 月 19 日に開催されました
皆野・長瀞上下水道組合議会で、平成 25
年度の浄化槽市町村整備型事業特別会計予
算を審議し、議決しました。
　これにより、４月１日から公共下水道計
画区域外の地区を対象に、皆野・長瀞上下
水道組合が浄化槽を設置し管理する「浄化
槽市町村整備型事業」が開始されました。
　事業対象区域内にお住まいで、現在くみ
取り便所の方、単独浄化槽の方、または新
たに住宅を建築される方は、快適な生活環
境と美しい水環境の保全のた
め、早期の事業活用をお願い
します。（報告…宮前　司）

新火葬場の建設業者決定
（条件付き公募型プロポーザル方式）

　プレゼンテーションとヒアリングが公開
実施され、次の業者に決定しました。
　火葬場の建設設計…（株）梓設計（東京都）
　火葬炉設備…太陽築炉工業（株）（福岡市）
　今後は両者と協議しながら、設計作業か
ら進めることになります。（報告…大野喜明）

新火葬場のプロポーザル方式の「条件」とは…
　秩父の里山環境に合った火葬場であること。公害・耐久・耐震性・自動・省力化・効率化。
　遺体に対する尊敬、作業労働衛生に配慮等々です。

新年度一般会計予算
　　　　　　49億6500万円

秩父広域市町村圏組合議会
　２月13日、秩父広域市町村圏組合議会が
開かれました。平成25年度の大きな事業と
して、クリーンセンター基幹設備工事、消防
無線のデジタル化、消防署南分署の建設・西
分署の用地費と設計費、新火葬場建設などが
予算に盛り込まれています。（報告…四方田　実）




